
令和５年度　江戸川区立南小岩第二小学校　学校関係者評価　最終報告書

目指す学校像★
目指す教師像〇

取組 成果 成果と課題 評価 コメント
・「誰一人取り残さない学力向上アクションプラン」による授業改善、二小ス
タンダード（学習のきまり）徹底…全学年、毎日
・一人一台端末による「ドリルパーク」の推奨、朝学習や江戸っ子study
weekでの取組…全学年
・計算力向上のための２年生以上の「がんばルンバプリント（計算タイムチャ
レンジ）」の実施…毎日
・ALTの効果的活用…毎週
・放課後補習教室（外部委託）との連携、放課後補習（スッキリタイム）の実
施…全学年
・算数少人数指導による個に応じた指導の充実…毎日
・保護者ボランティアの協力による基礎タイムの実施

・ベーシックドリルによる検証各学年平均１０ポイ
ントアップ
・ドリルパーク２０００ポイント以上（１年生は１０００
ポイント以上）　８０％以上
・全校がんばルンバ選手権年５回実施
・保護者満足度９０％以上
・スッキリタイム年３５回実施率１００％
・江戸っ子study week、家庭学習強化週間年３
回実施
・基礎タイムの年間実施

A B

・２学期末に実施したベーシックドリルの結果は、１学
期と比べて約１０％正答率が上がった。
・ドリルパーク２０００ポイント以上は達成できた。低学
年度はまるぐランドにも取り組んでいる。
・年５回実施し、基礎学力の定着を図ることができた。
・１学期、２学期ともにアンケート結果は、肯定的な回
答が９０％を超えていた。
・スッキリタイムは予定通り３５回実施することができ
た。
・study week、家庭学習強化週間は予定通り実施で
きた。
・基礎タイムは年間を通して実施できた。

A

・評議員会においての、「学力上位の児童を引き上げる」、明確
な方針に高い期待を抱いている。
・現在の学力（数値）に問題は感じていない。環境が大事だと思
うので、牽引力の明示こそ嬉しく思う。
・学力向上に向けて、学校全体で基礎的・基本的な既習の学習
内容の習得を目指した様々な取り組みを拝見し、家庭において
も声かけ・励まし等やる気を出させ、達成感につながる大人の関
わり方で支えていくことも大切であると痛感した。
・正解率が上がったのは授業改善の成果だと思う。
・子供たちが意欲を持つような授業を今後も工夫していただきた
い。

・来年度も算数ベーシックドリルのＡ・Ｂ・Ｃ診断に取り組み、結果を分
析し、苦手としている単元の復習をしっかりと行っていく。
・基礎タイムの時間にドリルパークやまるぐランドに取り組ませることで、
学力の定着を図る。
・がんばルンバ選手権やスッキリタイム、江戸川っ子study weekなど計
画通りに実施できるよう、見通しをもった指導計画を作成していく。

・読書科年間計画に基づく探求的学習実施…毎学期
・朝読書の実施、読み聞かせボランティア等の活用…毎週
・学校図書館司書の活用、図書室の整備、蔵書の適切な管理…月２回
・読書週間の実施による読書意欲の喚起…年２回

・読書科年間計画実施率１００％
・保護者満足度９０％以上
・朝読書毎週2回以上、及び読み聞かせボラン
ティア等による読み聞かせ年間実施
・読書週間児童参加率１００％
・学校関係者評価A

A A

・朝読書、読み聞かせ、ビブリオバトル等計画通り実
施することができた。
・保護者アンケートによる肯定的回答は８０％程度
だった。
・毎週計画的に、朝読書、読み聞かせボランティアを
行っている。
・全学年が、読書科の取組をホームページで発信す
ることができた。

A

・朝、家で新聞または何かしらを読むこと。そのような家庭習慣を
提唱して頂くと良い。
・読み聞かせは好きでも自分で本を読むのは苦手な子が多いよ
うじ感じる。
・ビブリオバトルで自分の推薦する本を紹介するためには、自分
自身がその本を深く読み、理解しなければならない。バトルに勝
利した達成感も含め、読書への取り組みが深まる。

・読書科年間指導計画の見直しを行い、読書をする習慣が身に付くよ
うにしていく。
・年間３５時間の読書科の授業がしっかりと行われるよう、学期毎に実
施状況の確認を行う。
・朝学習の時間に４年生以上が新聞記事を活用した「よむYOMUワー
クシート」に取り組み、理解力の向上を図る。

・巡回指導教員、特別支援教育コーディネーター、特別支援教室専門員及
び各担任との情報共有、個別指導への活用…毎日
・保護者への理解の促進、PR…毎学期

・情報共有実施率１００％
・当該保護者満足度９０％以上

A A

・特別支援コーディネータ、特別支援専門員が中心と
なり、関係職員と適切な情報共有ができている。
・保護者アンケートによる肯定的回答は７５％だった。 A

・保護者の理解を得られるよう今後も工夫してほしい。
・十分にご対応を頂いていると感じる。

・来年度も引き続き、特別支援教育コーディネーターを中心に、専門
員やＳＣ、ＳＳＷと連携をしていく。
・巡回指導が必要と思われる児童の保護者へ啓もうを続けていく。

体力の向上

・二小タイム（運動遊び）の実施…毎週
・児童の主体性重視の体育授業、補助運動の実施…全学級
・外遊び、縄跳びの奨励…通年
・各学期の行事（運動会、持久走大会、大繩大会）及び練習期間の設定、
継続実施…毎学期
・小岩二中、篠五小、南小岩小４校による食育での小中連携…毎学期

・二小タイム等実施率１００％
・保護者満足度９０％以上
・各行事及び練習期間実施率１００％
・食育の促進、よつばメニュー実施率１００％

B B

・二小タイムは、雨や熱中帳アラート、行事の関係で８
０％程度の実施率となった。
・運動会、持久走大会、大繩大会は計画的に練習を
行い、予定通り実施することができた。
・よつばの会を毎月実施し、食育の連携が図れた。 A

・体力向上に向けての取組に対して、保護者の満足度もUPして
いるようで喜ばしい。感染力の高い病気が次々と現れる昨今、体
力向上は免疫力をつけるという面でも大切である。
・早い時点から中央昇降口に「縄跳び目標」の掲示があるなど、
児童の日常に運動があることに関心を覚える。
・４校連携のよつばが続いていて素晴らしい。

・児童が楽しんで運動遊びに取り組めるように二小タイムの内容を見直
す。
・体力テストの結果をもとに、本校が特に苦手としている運動を、二小
タイムの時間に取り組んでいく。
・なわとびを中心に、自分の目標を明確にもって取り組める運動を行っ
ていく。

・「共生社会実現にむけた教育の推進」における地域人材、外部人材の活
用…年２回
・ユニバーサルデザインの視点での学習環境整備…全校
・ユニバーサルデザインを視点とした校内研究…年９回実施
・支援シートによる個に応じた対応…全対象児童
・エンカレッジルーム（にこにこルーム）の効果的活用…通年
・副籍交流等の計画的実施…全対象児童

・「共生社会実現に向けた教育の推進として、伝
統文化理解教育・障害者理解教育における人
材活用計画を作り、年２回実施
・教室環境、言語環境整備１００％
・対象児童保護者の満足度９０％以上
・保護者への周知７０％以上
・副籍交流等の実施率１００％

A A

・オリンピアン、パラリンピアン、能楽師を外部講師に
招き、共生社会に向けた教育を行うことができた。
・ユニバーサルデザインの視点から全学級で教室環
境の整備を図り、統一することができた。
・校内研究を通して、ユニバーサルデザインの視点に
立った授業を展開し、個別最適な学びの実現に向け
て、授業力が高まった。
・年間を通して鹿本学園との副籍交流を実施した。

A

・外部講師を招いての講演など一緒に拝見し、勉強させて頂い
た。
・保護者への周知が難しいようだが、継続することで周知度が上
がることを期待する。
・大人の社会でも課題の「多様性」を児童に実行されていること、
中長期の取り組みに感謝する。

・ユニバーサルデザインの視点に立った授業を展開していくために、
来年度も、ユニバーサルデザインについて研究を行っていく。
・海外で活躍するＮＰＯ法人や、パラリンピアンを外部講師に招いた
り、副籍交流をしたりすることで、共生社会に向けた教育を引き続き
行っていく。

・異学年交流（たてわり班、きょうだい学級）の実施…毎学期
・全校清掃朝会実施…毎月
・高学年全員による鼓笛隊の実施…通年
・あいさつ名人、あいさつ隊等挨拶運動…通年

・異学年交流年間計画実施率１００％
・高学年鼓笛隊全員参加、区民祭り等への参加
・挨拶運動通年実施の継続
・保護者満足度９０％以上

A B

・計画通りに、異学年交流を実施し、思いやりの心が
高まった。
・５年生の鼓笛隊が、１０月の区民まつりに参加した。
・ステージ７までのあいさつ名人となった児童は２７人
だったが、多くの児童が進んで挨拶をするようになっ
た。
・挨拶や行動面について８０％の保護者が肯定的回
答をした。

A

・「あいさつ名人」の取組が児童たちに浸透しているのを実感し
ている。下校時や友達と遊んでいるときなど、目礼をしたり挨拶を
したりしており感心ている。あいさつ名人が増えることを期待す
る。
・あいさつ運動などを通じて、児童の視野が拡がりを感じる。具体
的には児童と視線をあわせる機会が増えている。これらで、学校
外などの自己危機管理能力が上がることに繋がると期待してい
る。

・管理職による朝のあいさつ運動は年間を通して行うことができたが、
児童によるあいさつ運動は実施することができなかった。来年度は６年
生や代表委員会と連携を取り、児童によるあいさつ運動が実施できる
ようにしていく。

・「Hyper-QU」の実施及び効果的活用、道徳教育の充実、いじめ防止授業
の実施…全学級
・校内委員会の効果的実施、全職員での支援体制の構築…毎月
・特別支援教育に係る教員の指導力向上に向けた研修会の実施…年３回

・校内委員会毎月実施、対象児童への実施率１
００％
・保護者への周知７０％以上
・特別支援関連研修会参加率１００％ A A

・Hyper-QUの活用、道徳、いじめ防止の授業は全学
級が行った。
・特別支援研修会を計画通り行い、日々の学級経営
に生かすことができた。 A

・学校・家庭・地域の連携により健全育成に向けた取り組み、早
期解決に向けた対応を期待する。
・保護者への周知方法など工夫されていることが成果に出ている
と思う。
・遅刻が目立つようになった。家庭への訴え方をPTAとしても相
談したい。

・Hyper-QUの結果を分析し、居心地のよい学級づくりを目指してい
く。

・スクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカーの連携、適切な活用
…毎週
・課題把握時点での情報共有、生活指導連絡会、各課題対策委員会の実
施…毎週、適時
・SNS東京ルールの徹底、家庭SNSルールでの家庭との連携…通年

・情報共有率１００％
・当該保護者満足度９０％以上
・事実把握後１週間以内に行動、成果の確認
・SNS東京ルールの活用、家庭におけるSNSルー
ルの策定、保護者との連携１００％ A A

・年間を通して、SC、SSWと綿密な連携を行い、情報
共有ができた。
・担任、SC、SSWと当該保護者が連携し、適切な対応
がとれており、保護者は満足している。
・生活指導主任、管理職への素早い報告があり、素
早い初期対応ができた。
・学校ルール・家庭ルールの策定・見直しを行い、指
導を実施した。

A

・子どもたち、生きにくい世の中になっているので心のケアもしっ
かり行い、健全育成につなげていただきたい。
・学校公開の時に、担任から児童へ適切な注意促しをしている
場面に立ち会った。一つ一つの現場の力が児童の成長に繋が
る。

・担任、ＳＣ、ＳＳＷ、管理職が綿密に連携をし、いじめの早期発見、情
報共有を行っていく。
・いじめ対策委員会のメンバーが全員集まって情報共有をする機会が
とれず、ＩＣＴ上での共有となっているため、来年度は実施計画に、い
じめ対策委員会の時間を設定していく。
・家庭と連携した生活リズム形成を図り、特に遅刻に対する意識向上を
図る。

・ホームページ等による情報公開…毎週
・学校応援団との連携…毎月

・保護者満足度９０％
・ホームページ等による情報発信率１００％
・学校関係者評価A B A

・可能な限りテトルによる情報発信を行い、月２回以
上、ホームページによる情報公開を行い、９０％以上
の保護者に周知できた。その結果、８０％の保護者満
足度となった。

A

・情報共有がいろいろな方法でできるのは良い。
・管理職の新たな環境に対する順応性に感謝している。

・来年度もできる限り、紙による手紙の配布をやめ、テトルやホーム
ページで配信していく。
・テトル登録者１００％となるように呼びかけを続けていく。

・学校経営方針の保護者、学校関係者への周知…年度当初
・保護者アンケートの実施、結果の周知…各行事実施後、年２回の結果周
知
・教職員及び学校関係者中間評価による方針の修正及び追加、年度末評
価の実施による次年度改善策の立案…９月２月

・各保護者アンケート実施後の結果周知１か月
以内
・学校関係者評価に係るPDCAサイクルの年間
実施
・保護者の満足度８０％以上
・学校関係者評価A

A B

・１か月以内（夏季休業を除く）に周知することができ
た。
・学校評議員会を開き、関係者評価を行っている。
・保護者アンケートでは肯定的な回答は約８０％だっ
た。

A

・地域イベントに積極的に参加してくれるので子どもの様子も見
えたり関わることができ、地域の交流が増えている。
・保護者は連絡ノートがあるので、公のアンケートは減らして良い
と感じる。

・保護者アンケートの回答率が向上するよう、手紙とともにテトルでも呼
びかけていく。
・保護者アンケートの更なる評価向上を図るため、日々の教育活動を
しっかりと行い、保護者に情報提供を行っていく。

・C４ｔｈの積極的活用、ペーパーレス促進…毎日
・文書起案、各分掌ルートによる進行管理…各分掌長
・会議の効率的な実施及び時間短縮（１５分以内）…毎月
・スクールサポートスタッフ等の有効活用…全学年
・定時退勤日の実施…月２回　・教科担任制の推進、協働体制…全学年
・育児休業等休暇、休業制度の活用促進…全職員（男性含む）

・C4th活用率１００％
・文書起案の継続実施率１００％
・会議時間継続１００％
・スクールサポートスタッフの活用１００％
・全教員の残業時間月４０時間以内
・休暇、休業制度の教職員への周知１００％
・保護者満足度９０％以上

A A

・全職員がC4thを活用できている。
・各分掌長が指揮をとり、文書起案を行っている。
・経営支援会議１５分以内を達成できている。
・SSS、副校長補佐、事務補助等効果的に活用してい
る。
・８５％の職員が残業時間４５時間以内を達成してい
る。
・１１月に男性職員が育児休暇を取得した。

A

・働き方改革が進み教職員の方々もストレスが減ることを願う。
・教諭の笑顔が増えていると感じる。ただし、管理職が授業を担
わなければならない現状が歯がゆい。

・テトル活用による学校配布物の削減を行っていく。
・ICTによる勤務、休暇システムを活用していく。
・生活時程表の見直しや多すぎる授業時数の削減等、業務内容を精
選し、子供に向き合うための時間を確保する。また、月の残業時間が４
５時間を超えないようにする。

・週ごとの指導計画に基づく教育活動の計画的実施及び反省の記載…毎
週
・「主体的、対話的で深い学び」全教科で研究、実施、管理職の授業観察
による検証…全教員
・ICT関連教員研修会…年５回
・各授業におけるICTの効果的活用…毎日

・週ごとの指導計画活用率１００％
・校内研究授業実施、区小教研全教員参加１０
０％
・ICT研修会実施率１００％
・全学級ICT活用率１００％
・保護者満足度９０％以上

A A

・全職員が週ごとの指導計画を作成し、実施してい
る。
・校内研究、区小教研は全職員が参加している。
・２学期始めまでに、ICT研修を７回実施し、全学級が
ICTを活用した授業を日常的に行うことができた。
・約９０％の保護者が肯定的回答をした。

A

・研修や活用率が１００％ですばらしい。
・僭越ながら、二小における教員の授業力が、全てのクラスにお
いて向上していると感じる。

・校内研究、区小教研で学んだ内容を校内で伝達したり、普段の授業
に生かしていく。
・ＩＣＴ研修は来年度も２学期までに集中して行い、全ての教員が日常
的に活用できるようにしていく。

地域に広く開か
れた学校（園）の
実現

＜地域との共育・協働＞
・学校情報の積極的発信
・学校応援団を始めとする地域人材、外部人材
との連携

＜学校関係者評価の充実＞
・教育活動の改善・充実に向けた学校関係者評
価の実施

特色ある教育の
展開

＜学校における働き方改革プラン＞
・「学校における働き方改革プラン」に基づく取
組の実施
・組織力の向上

＜教員の授業力の向上＞
・校内研究の活性化
・教員研修のさらなる充実
・ICTの効果的活用

＜運動意欲や基礎体力の向上＞
・「運動意欲の向上」に向けた取組の実施・充実

共生社会の実現
に向けた教育の
推進

＜特別支援教育の推進＞
・ユニバーサルデザインの視点を取り入れた環
境整備及び個に応じた指導の実施・充実
・エンカレッジルームの活用促進
・副籍交流、交流及び共同学習の実施・充実

＜体験的活動、自主活動の推進＞
・児童の体験的活動及び自主活動の促進によ
る豊かな心の育成

子どもたちの健全
育成

＜子どもたちの健全育成に向けた取組＞
・不登校対策の実施・充実
・教育相談の強化
・Hyper-QUの活用

＜関係諸機関との連携によるいじめ、不登校等
への対応＞
・生活指導連絡協議会での情報共有
・いじめ、不登校の未然防止、早期解決に向け
た対応の強化

学校関係者評価 来年度に向けた
改善策

学力の向上

＜学力の向上＞
・授業改善の推進、学習の基盤となる基礎・基
本の確実な習得、家庭学習習慣に対しての学
校の組織的な対応による取組の実施・充実

＜読書科の更なる充実＞
・読書を通じた探究的な学習の実施・充実

＜巡回指導の充実＞
・関係教員等の適切な連携による指導の充実

教育委員会
重点課題

＜取組項目＞　・評価の視点 具体的な取組 数値目標
自己評価

学校教育目標
【目指す児童像】

◎　考える子【学習や生活のいろいろな場面で、本気、根気の持てる子。正し
く判断し、創意工夫する子】
〇　思いやりのある子【人と協働することに喜びをもち、協力し合える子】
〇　健康な子【元気な心や体をつくる子】

★楽しく、力のつく学校【楽しさが子供の可能性を開く。授業改善で生きる力を育む。】
★いじめのない、安全・安心な学校【安全第一。人権第一。学校事故０を目指す。】
★社会性を育て、自己肯定感を伸ばす学校【人との関わりの中で、自分の良さに気付かせる。】
★地域や保護者に信頼される学校【奉仕的精神と迅速な対応で子供第一の開かれた学校を目指す。】
〇子供の可能性を信じぬく教職員〇子供を認め、褒め、伸ばす教職員〇プロとして持続的に授業改善に挑戦する教員
〇公私をわきまえ、公務員として組織的に行動する教職員

前年度までの学校経営上の
成果と課題

＜成果＞基礎基本の定着に向けた取組。「主体的、対話的で深い学び」の全教科での実施。授業の工夫、改善に向けての取組。体力向上に向けての取組。学校の安全管理体制の継続。
＜課題＞基礎基本の定着及び「主体的、対話的で深い学び」のさらなる実践。児童の体験的活動、自主活動（あいさつ運動等）のさらなる推進。健全育成に関する取組の周知。特別支援教育の一層の促進及び保護者への周知。


